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対象とする問題の概要 

 アゼルバイジャンにおけるイスラームは、国家によって厳格に管理されている。具体的

には、政府組織である宗教団体担当国家委員会、政府に忠実なウラマーによって結成され

たカフカース・ムスリム宗務局がイスラーム管理を行っている。前者は 2001 年、政府組

織として設置された組織であり、宗教組織の登録、宗教的刊行物の監視、宗教組織への財

政支援、宗教組織間の調整を行ってきた。後者は、ロシア帝国時代にウラマーを構成員と

して設置され、ウラマーやモスクの管理、モスクでの説教、イスラーム教育、巡礼の管理

などを行ってきた。 

 この両組織は、「アゼルバイジャン・モデルのイスラーム管理」という社会秩序維持を

目的に、実質的なスンナ派優遇の形を取り、宗派共存による効果を実現するイスラーム管

理モデルをベースにイスラーム管理を共同歩調で進めてきた。 

 

研究目的 

本研究の目的は政府組織である宗教団体担当国家委員会に着目することで、アゼルバイ

ジャンにおける国家によるイスラーム管理の一端を明らかにすることである。委員会につ

いては、[Sattarov 2009]がその構造や活動について明らかにしてきた。しかし、シリア

内戦以降のイスラーム主義の新たな流入による状況の変化は、共同歩調でイスラーム管理

を進めてきた委員会と宗務局の関係についても変化を生じさせている。なぜならば、「ア

ゼルバイジャン・モデルのイスラーム管理」は、イスラーム主義の流入が止められている

状況の中で形成されてきたものだからである。 

 そこで、本研究では、委員会や宗務局の職員の聞き取り調査やシーア派の宗教儀礼であ

るアーシュラー・アルバイーンの観察などの調査を行った。これは、宗務局との関係が現

在どのようなものであるかについて明らかにするためである。 

 

フィールドワークから得られた知見について 

フィールドワークでは、聞き取り調査、図書館等での資料収集、アーシュラー（9 月 20

日）とアルバイーン（10 月 30 日）の観察を行った。聞き取り調査は、宗教団体担当国家

委員会職員、カフカース・ムスリム宗務局所属ウラマー、宗務局所属モスクのウラマー、

大学教員に対して行った。 



こうした調査の結果、2014 年以降宗務局から委員会にイスラーム管理に関する権限を

いくつか移行されていたことが明らかになった。具体的には、イスラーム組織の管理に関

して宗務局をスルーした形での登録が行われていること、宗教的過激主義に対する問題の

対処の委員会への一任、宗務局の頭越しで行われるイスラーム組織への財政支援、委員会

管理下のイスラーム大学「神学研究所」の設置などである。 

全体的に見れば、この両者の関係の変化は、アゼルバイジャンの国家によるイスラーム

管理が、委員会/宗務局の二元的管理から委員会への一元的管理を志向しつつあるものと

して捉えることができる。この変化の理由としては、アーシュラー、アルバイーンの事例

が分かりやすい。「アゼルバイジャン・モデルのイスラーム管理」は実質的なスンナ派優

遇（＝シーア派の抑制）を行うものであるが、観察からは、宗務局によるアーシュラー、

アルバイーンにおける自身の肉体を傷つけることの禁止、指定の場所での儀礼の実施の禁

止などが無視されていたことが判明した。政府は、もはや宗務局にイスラーム管理の一端

を担わせることの限界を理解したうえで、委員会への管理に移行することで、国内外のイ

スラーム主義を管理しようというのである。 

 

反省と今後の展開 

 今回は、宗教団体担当国家委員会とカフカース・ムスリム宗務局の関係について、宗教

管理権限という点から調査を行った。その結果、徐々に委員会に権限が移されていること

を明らかにした。そしてその背景にあるのは、イスラーム主義の対処への宗務局の実行力

を疑問視している政府が、委員会一元的管理することで問題に対処しようしていることの

現れであると指摘した。 

 反省点としては、権限の移行の中でも、もっとも重要なイスラーム教育に関して、神学

研究所から聞き取り調査を行うことができなかったことである。神学研究所は今後イスラ

ーム高等教育を独占する可能性が高い組織であり、その教育カリキュラムから今後の宗教

管理の行く末を見ることができるものである。今後は、神学研究所の具体的な活動につい

ても着目しながら研究を行っていきたい。 
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写真 1 バクー郊外 フセイン廟 

 

 
 

写真 2 バクーでのアルバイーン 

 


